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岩国断層帯大竹断層におけるカタクレーサイトの確認 

丸山 陽央 

 

Ⅰ．はじめに 

 岩国断層帯は広島県と山口県の県境に位置

し，長さ約44km北東-南西方向の走向を持つ

右横ずれ主体の断層帯であり，北西側隆起の

逆断層成分を伴う．確実度Ⅰ・活動度B級の

(松田，1975；活断層研究会，1991)の活断層

群である．岩国断層隊は，おおむね北東から，

大竹断層，岩国断層，廿木峠断層，小畑断層，

熊毛断層，徳山市北の断層，大河内断層から

構成される(図1)． 

 岩国断層帯大竹断層は岩国断層帯の内最大

の延長距離を持ち，空中写真による地形判読

の結果約25kmにわたって追跡され，当地域

の地質調査を行った東元ほか(1983；1986)に

よっていくつか発見され，地質学的にも存在

が確認される大竹断層として命名された． 

  

大竹断層は地形的なリニアメントや河川の屈

曲，断層の両側に位置する山地の高度差など

から右横ずれ断層と認定され，その最大変位

量は，断層北西側隆起量約100mおよび右横

ずれ成分約 430m と見積もられている(東元

ほか，1983；1986；佃，1985；佃・寒川，

1985)． 

 本稿では岩国断層帯大竹断層が分布する岩

国市新地においてカタクレーサイトを確認し

たことを報告する． 

 

Ⅱ．調査方法 

 本報告では主に空中写真による地形判読を

行い，活断層を認定した．また，現地にてカ

タクレーサイトの発見・確認を行った． 

 

Ⅲ．調査結果 

 岩国断層帯大竹断層が分布する山口県岩国

市新地においてカタクレーサイトが存在する

ことを確認した（写真1）。断層活動に伴って

断層面の周辺には断層岩によって破砕帯を形

成する。断層岩は基質と岩片の固結、未固結

の程度、粒度とその割合、および細粒の基質

部の葉状構造の有無などにより分類されてい

る。今回の調査地では三畳-ジュラ紀に堆積さ

れたと考えられる玖珂層群のコセンドウ山チ

ャート層の気質と岩片が固結しているカタク

レーサイトを確認することができた（写真1）。 

 また、空中写真判読から右横ずれ谷が屈曲

していることを認定し、地図上から本調査地

域の北方に分布する断層が谷を約 125ｍ屈曲

させており、また南方に位置する断層は谷を

約250ｍ右横ずれ変位させている。 

 

 

 

 

 

図1 調査地域 
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Ⅳ．考察 

 今回の調査で三畳-ジュラ紀に堆積された

と考えられるコセンドウ山チャート層のカタ

クレーサイトを確認することができた．固結

しているカタクレーサイトは，封圧が増加し

た地下数kmから10km前後での破砕作用に

よって形成されるものと推定される(狩野・田，

1998)ので，比較的地下の浅部で断層活動が

行われ，現在地表にて確認できると考えられ

る．よって本調査地域において断層活動が行

われ，右横ずれを伴って現在の地形が形成さ

れたと考えられる． 

 右横ずれの変位量は本調査地域では北方の

断層が約125m，南方の断層が250mずれて

いることが確認でき，同じ時代に堆積したコ

センドウ山チャート層が約2倍の右横ずれを

生じさせていることから右横ずれ成分につい

ては南方の断層が高いという事が考えられる． 

 

Ⅴ．まとめ・今後の課題 

 今回の調査で岩国断層帯大竹断層が分布す

る山口県岩国市新地にてカタクレーサイトを

確認した．地下数kmから10km前後での断

層による破砕作用によってカタクレーサイト

が形成と考えられる．また，本調査地におい

て北方の断層の右横ずれ変位が約 125m，南

 

図2 岩国断層帯の活断層 

地震調査研究推進本部『岩国断層帯』より 

 

 

 

 

図2 岩国断層帯の活断層 

 

写真1 Loc.1におけるカタクレーサイト 
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方の断層は約250mであることから南方の断

層の方が右横ずれ変位が大きいことが明らか

になった．今後，大竹断層における平均変位

速度や活動度などについて精査していく必要

があると考えられる． 
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図3 調査地域詳細図 




